
1995 

事
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
福
岡
市
は
西
九
州
と
東
九
州
と

玉
、
結
論

第1巻

九
州
以
外
の
都
市
か
ら
九
州
の
都
市
を
見
る
と
ど
う
で
あ
る

カミ

中
園
地
方
の
下
関
市
・
山
口
市
は
ど
う
見
て
も
九
州
の
諸
都

熊本県立大学文学部紀要

市
と
言
語
的
に
近
い
と
は
言
え
な
い
。
辛
う
じ
て
下
関
市
と
大

分
市
が
近
い
と
言
え
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
陽
道
を
通

じ
て
、
上
方
か
ら
文
化
が
流
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を

ほ
と
ん
ど
受
け
付
け
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
上
方
か
ら
の
言
語

は
、
む
し
ろ
瀬
戸
内
海
を
通
し
て
伝
幡
し
て
き
た
よ
う
で
、
そ

れ
は
、
拙
稿
B
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

四
園
地
方
の
松
山
市
・
高
知
市
は
中
園
地
方
の
三
都
市
と
較

ベ
て
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
九
州
の
諸
都
市
と
言
語
面
で
近

く
、
こ
れ
は
、
全
く
の
予
想
外
で
あ
っ
た
。

九
州
の
場
合
、
従
来
の
説
、

つ
ま
り
東
九
州
（
北
九
州
市

大
分
市
・
宮
崎
市
）

・
西
九
州
（
熊
本
市
・
佐
賀
市
・
長
崎

184 (67) 

市

南
九
州
（
鹿
児
島
市
）
と
三
つ
に
大
き
く
分
類
で
き
る

の
橋
渡
し
的
存
在
で
あ
る
事
も
証
明
で
き
た
。

東
九
州
は
西
九
州
と
の
関
係
は
薄
く
、
方
向
と
し
て
は
四
国

の
方
を
向
い
て
い
る
と
言
え
る
。
両
者
で
一
つ
の
言
語
圏
を
構

成
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

西
九
州
は
言
語
的
に
孤
立
の
度
合
い
が
強
く
、
こ
こ
が
い
わ

ゆ
る
九
州
方
言
の
典
型
と
い
わ
れ
る
地
方
と
言
え
る
。

南
九
州
（
鹿
児
島
市
）
は
九
州
の
他
の
地
区
と
の
交
流
は
少

な
く
、
孤
立
の
度
合
い
は
西
九
州
よ
り
も
さ
ら
に
強
い
。
別
の

表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
言
語
的
独
立
の
気
配
が
濃
い
地
匹
で
あ

る
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図

鹿
児
島
市
か
ら
見
た
場
合

400(k皿）

図｜

200 

（見）
50 

40 

全
体
と
し
て
直
線
C
よ
り
大
き
く
上
方
に
振
れ
て
い
る
。

ま
り
言
語
的
に
閉
鎖
的
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

九
州
以
外
の
都
市
一
中
園
地
方
山
口
県
の
下
関
市
・
山
口
市

は
直
線
C
よ
り
結
構
上
方
に
位
置
し
、

四
国
の
松
山
市
・
高
知

市
は
直
線
C
よ
り
や
や
下
方
に
位
置
す
る
。
や
は
り
、
中
園
地

方
よ
り
四
国
に
言
語
的
に
近
い
。
直
線
C
よ
り
下
方
に
位
置
す

る
の
は
大
分
市
を
除
け
ば
四
国
の
松
山
市
・
高
知
市
だ
け
で
あ

る
東
九
州
の
場
合
、
大
分
市
は
直
線
C
よ
り
ほ
ん
の
少
し
下
方

に
位
置
し
、
北
九
州
市
は
直
線
C
よ
り
少
し
上
方
に
位
置
す
る
。

も
っ
と
も
鹿
児
島
市
に
近
い
宮
崎
市
は
直
線
C
よ
り
少
し
上
方

に
位
置
す
る
。
宮
崎
市
よ
り
大
分
市
の
方
が
下
方
に
位
置
す
る

の
は
、
鹿
児
島
市
と
こ
れ
ら
の
都
市
の
交
流
が
陸
続
き
よ
り
も

む
し
ろ
海
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。

西
九
州
の
場
合
、
熊
本
市
・
長
崎
市
・
佐
賀
市
・
福
岡
市
は

そ
れ
ぞ
れ
直
線
C
よ
り
上
方
に
位
置
し
、
交
流
が
深
い
と
は
思

え
な
い
草
離
の
度
合
い
で
あ
る
。

鹿
児
島
市
は
地
図
か
ら
見
て
も
分
か
る
よ
う
に

ほ
か
の
九

つ

州
の
諸
都
市
と
は
陸
伝
い
の
交
流
は
成
立
し
に
く
い
位
置
に
あ

る
。
こ
こ
か
ら
の
他
都
市
と
の
交
流
は
や
は
り
海
に
頼
ら
ざ
る

を
得
ず

そ
の
結
果
、
大
分
市
・
松
山
市
・
高
知
市
な
ど
が
直

線
C
よ
り
下
方
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
又

鹿
児
島
市
が
西
九
州
の
方
を
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
向
い
て

い
な
い
の
は
面
白
い
。
言
語
的
に
独
立
・
閉
鎖
の
色
が
濃
い
。



1995 

東
九
州
の
場
合
、
大
分
市
は
直
線
C
よ
り
ぐ
っ
と
下
方
に
位

図
k 

宮
崎
市
か
ら
見
た
場
合

400(km) 
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図k

200 

（覧）
50 

40 

全
体
と
し
て
、
特
に
閉
鎖
的
で
も
開
放
的
で
も
な
い
。

九
州
以
外
の
都
市
一
四
国
の
松
山
市
と
高
知
市
は
直
椋
C
よ

り
結
構
下
に
位
置
し
、
特
に
松
山
市
は
下
方
へ
の
議
離
度
が
大

き
く
、
こ
の
四
国
の
二
都
市
と
言
語
的
に
近
し
い
と
言
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
園
地
方
山
口
県
の
下
関
市
・
山
口
市
は
直
線

186 (65) 

C
の
間
近
に
あ
っ
て
、
特
に
近
し
く
も
疎
遠
で
も
な
い
。

置
し
、
非
常
に
言
語
的
に
近
い
事
が
分
か
る
。
同
じ
北
九
州
市

も
結
構
下
方
に
あ
る
。

し
か
し
北
九
州
市
は
海
を
隔
て
た
松
山

市
と
比
し
て
は
る
か
に
言
語
的
に
疎
遠
で
あ
り
、
直
線
か
ら
の

議
離
度
で
言
え
ば
、
高
知
市
の
方
が
北
九
州
市
よ
り
下
方
へ
の

議
離
度
が
大
き
い
。

西
九
州
の
場
合
、
熊
本
市
・
長
崎
市
・
佐
賀
市
は
直
線
C
よ

り
上
方
に
あ
り
、

し
か
も
距
離
が
遠
く
な
る
ほ
ど
上
方
へ
の
講

離
度
が
大
き
く
な
る
。
福
岡
市
は
さ
ら
に
上
方
へ
事
離
し
て
い

る
。
西
九
州
の
方
を
向
い
て
は
い
な
い
。

南
九
州
の
場
合
、
鹿
児
島
市
は
直
線
C
よ
り
少
し
上
方
に
位

置
す
る
。
宮
崎
市
に
地
理
的
に
最
も
近
い
に
関
わ
ら
ず
、
東
九

州
の
一
一
都
市

四
国
の
二
都
市
と
較
ベ
て
、
葉
離
度
の
面
か
ら

言
っ
て
全
く

か
な
わ
な
い
し
、
棺
違
度
そ
れ
自
体
を
較
べ
て

も
、
ほ
ぼ
三
倍
の
距
離
の
松
山
市
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

宮
崎
市
は
九
州
の
中
に
あ
っ
て
言
語
的
に
東
九
州
・
四
国
へ

向
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
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図
j

大
分
市
か
ら
見
た
場
合

400(km) 

図j

200 

（拡）
50 

40 

全
体
と
し
て
直
線
C
よ
り
大
き
く
下
方
に
振
れ
て
い
る
。
一
言

語
的
に
非
常
に
開
放
的
と
言
え
る
。

九
州
以
外
の
都
市
一
中
園
地
方
山
口
市
は
直
線
上
に
位
置
、

下
関
市
は
か
な
り
下
方
に
位
置

四
国
の
松
山
市
・
高
知
市
も

と
も
に
大
き
く
下
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
分
市
と

九
州
以
外
の
海
を
は
さ
ん
だ
都
市
が
言
語
的
に
非
常
に
近
い
、

つ
ま
り
海
上
交
通
が
盛
ん
で
あ
っ
た
（
あ
る
）
事
を
物
語
っ
て

い
る
。東
九
州
の
場
合
一
北
九
州
市
が
下
方
へ
の
講
離
が
最
も
大
き

い
の
は
一
一
豊
地
区
（
豊
前
・
豊
後
）
と
し
て
歴
史
的
・
地
理
的

に
つ
な
が
り
が
大
き
か
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。
宮
崎
市
も

か
な
り
直
線
よ
り
下
方
に
位
置
し
て
い
る
。

西
九
州
の
場
合
、
佐
賀
市
・
長
崎
市
が
直
線
C
よ
り
大
き
く

上
方
に
議
離
し
て
い
る
事
が
目
立
つ
。
西
九
州
の
中
で
も
極
西

と
い
っ
て
も
い
い
こ
の
二
都
市
と
の
交
流
の
無
さ
が
際
だ
つ
。

福
岡
市
は
直
線
C
の
下
、
熊
本
市
は
ほ
ん
の
少
し
だ
け
下
に
位

置
す
る
。
福
岡
市
・
熊
本
市
の
相
違
度
の
絶
対
値
も
福
岡
市
の

方
が
小
さ
く
こ
の
点
面
白
い
と
言
え
よ
う
。

南
九
州
の
場
合
、
鹿
児
島
市
は
直
線
C
よ
り
ほ
ん
の
少
し
下

方
に
位
置
す
る
。
大
分
市
が
言
語
的
に
開
放
的
な
都
市
で
あ
る

事
を
考
え
る
と
、
大
分
市
と
鹿
児
島
市
は
言
語
的
に
親
し
い
と

は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

大
分
市
は
北
九
州
市
・
宮
崎
市
と
と
も
に
そ
の
東
側
の
海
を

挟
ん
で
の
中
国
・
四
国
と
言
語
圏
を
形
成
し
て
い
る
。
西
九

州
・
南
九
州
の
方
を
向
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
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図
i

熊
本
市
か
ら
見
た
場
合

第1巻

400(km) 
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図 i
（百）
50 

40 

熊
本
市
の
場
合
、
近
く
の
都
市
は
直
線
C
よ
り
下
、
遠
く
の

都
市
は
直
線
C
よ
り
上
で
、
地
理
的
距
離
を
強
調
し
た
配
置
に

な
っ
て
い
る
。

九
州
以
外
の
都
市
一
中
園
地
方
山
口
県
の
山
口
市
と
下
関
市

188 (63) 

は
直
線
C
よ
り
か
な
り
上
、
特
に
山
口
市
は
誰
離
の
度
合
い
が

大
き
い
。

四
国
の
高
知
市
・
松
山
市
は
そ
れ
ぞ
れ
直
線
C
の
少

し
上
、
下
に
位
置
す
る
。
こ
の
二
都
市
は
山
口
県
の
二
都
市
の

と
較
べ
れ
ば
講
離
度
は
小
さ
い
。

東
九
州
の
宮
崎
市
・
大
分
市
・
北
九
州
市
は
直
線
C
の
間
近

に
位
置
す
る
。
北
九
州
市
が
や
や
下
方
へ
の
議
離
度
が
大
き
い

（
言
語
的
に
近
し
い
）
。

西
九
州
の
佐
賀
市
・
長
崎
市
は
共
に
直
線
C
の
下
に
位
置
、

特
に
佐
賀
市
は
講
離
度
が
大
き
い
。
ま
た
福
岡
市
と
の
言
語
的

結
び
つ
き
は
か
な
り
強
い
と
言
え
よ
う
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
直
線
C
よ
り
上
に
位
置
す
る
。

全
体
と
し
て
見
る
と
、
熊
本
市
は
同
じ
西
九
州
の
佐
賀
市
・

長
崎
市
・
福
岡
市
に
対
し
て
近
く
、
西
九
州
の
都
市
と
し
て
の

特
色
が
極
め
て
濃
い
。
そ
し
て
、
東
九
州
の
大
分
市
・
北
九
州

市
・
宮
崎
市
が
そ
れ
に
続
い
て
近
く
、
さ
ら
に
、
鹿
児
島
市

松
山
市
が
と
り
ま
き
、
そ
の
廻
り
を
山
口
県
の
下
関
市
・
山
口

市
・
高
知
市
な
ど
が
と
り
ま
い
て
い
る
。
松
山
市
・
高
知
市
の

位
置
が
直
線
C
か
ら
大
層
近
い
こ
と
か
ら
、
中
園
地
方
よ
り
四

固
に
近
い
と
言
え
る
。
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図
h 

長
崎
市
か
ら
見
た
場
合

400(km) 

図h

200 

（事）
50 

40 

全
体
に
直
線
C
よ
り
上
方
に
多
く
の
都
市
が
分
布
し
て
、
言

語
面
で
は
か
な
り
閉
鎖
的
で
よ
そ
の
都
市
と
の
交
流
が
少
な
い

と
言
え
る
。

九
州
以
外
の
都
市
一
西
中
園
地
方
山
口
県
の
山
口
市
・
下
関

市
は
と
も
に
大
き
く
直
線
C
よ
り
上
方
に
振
れ
て
い
る
。
特
に

山
口
市
は
そ
の
度
合
い
が
大
き
い
。

四
国
の
松
山
市
・
高
知
市

は
松
山
市
が
直
線
C
よ
り
や
や
下
方
、
高
知
市
が
や
や
上
方
に

位
置
し
、
こ
の
四
国
の
二
都
市
は
ほ
か
の
九
州
の
都
市
か
ら
見

た
時
よ
り
明
ら
か
に
疎
遠
で
あ
る
。

東
九
州
の
都
市
は
大
分
市
・
宮
崎
市
・
北
九
州
市
ど
れ
も
直

線
C
よ
り
上
方
に
位
置
、
積
極
的
に
深
い
聞
と
は
言
え
な
い
。

西
九
州
の
佐
賀
市
・
熊
本
市
は
九
州
で
は
唯
一
直
線
C
よ
り

下
に
位
置
し
て
い
る
が
、
熊
本
市
よ
り
も
同
じ
肥
前
の
佐
賀
市

が
言
語
的
に
本
当
に
近
い
と
言
え
る
。

福
岡
市
も
直
線
C
よ
り
土
方
に
位
置
、
決
し
て
近
し
い
と
は

言
え
な
い
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
も
結
構
上
方
に
位
置
、
言
語
的
に
疎
遠

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

佐
賀
市
と
熊
本
市
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
都
市
は
言
語
的
に
遠

い
か
、
あ
ま
り
近
い
と
は
言
え
な
い
都
市
ば
か
り
で
、
西
九
州

の
中
で
も
特
に
九
州
最
西
端
の
位
置
を
反
影
し
て
い
る
と
言
え

ょ
う
。
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図
g 

佐
賀
市
か
ら
見
た
場
合

400（蜘）

図g

200 

帯量
30 
0 

全
体
と
し
て
見
た
時
、
直
線
C
よ
り
上
方
に
位
置
す
る
都
市

の
方
が
多
い
。
言
語
的
に
開
放
的
な
都
市
と
は
言
え
な
い
。

（略）
50 

40 

九
州
以
外
の
諸
都
市
一
中
園
地
方
山
口
県
の
下
関
市
、
山
口

市
が
直
線
C
よ
り
か
な
り
上
方
に
位
置
し
て
い
る
。

四
国
の
松

190 (61) 

山
市
、
高
知
市
は
ほ
ぼ
直
線
C
上
に
位
置
し
て
い
る
。
福
岡
市
四
国

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
言
語
的
に
西
中
国
と
は
疎
遠
で
、

の
方
が
か
え
っ
て
近
し
い
。

西
九
州
の
都
市
は
、
同
じ
肥
前
の
長
崎
市
、
肥
後
（
同
じ
肥

州
）
の
熊
本
市
と
も
に
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
、
特
に
長
崎
市

と
の
言
語
的
近
し
さ
が
目
立
つ
。
地
理
的
に
は
最
も
近
い
福
岡

市
も
そ
れ
に
次
い
で
近
し
い
。

東
九
州
の
都
市
の
場
合
、
大
分
市
・
宮
崎
市
が
直
綜
よ
り
結

構
上
に
位
置
し
、
言
葉
の
類
似
度
は
少
な
い
。

一
方
、
北
九
州

市
は
ほ
ぼ
直
線
上
に
位
置
し
、
松
山
市
・
高
知
市
な
ど
と
似
た

関
係
に
あ
る
。
大
分
市
の
位
置
を
福
岡
市
の
場
合
と
較
べ
る
と
、

一
気
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
福
岡
市
の
場
合
と
同
様
に
、
あ
ま
り

交
流
は
深
い
と
は
言
え
な
い
。

全
体
と
し
て
見
る
と
、
長
崎
市
・
熊
本
市
・
福
岡
市
と
の
深

い
交
流
が
見
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
あ
ま
り
言
語
的
に
近
い
都
市

は
見
当
た
ら
ず
、
西
九
州
で
の
結
び
つ
き
が
深
い
。
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図

福
岡
市
か
ら
見
た
場
合

400(km) 

図f

200 

（事）
50 

40 

全
体
と
し
て
見
た
時
、
直
線
C
か
ら
上
方
に
大
き
く
講
離
し

た
都
市
が
目
立
つ
。
特
に
開
放
的
と
も
言
え
な
い
が
、
閉
鎖
的

と
も
言
え
な
い
。

九
州
以
外
の
都
市
一
面
白
い
の
は
中
園
地
方
山
口
県
の
二
都

市
山
口
市
・
下
関
市
が
直
線
C
の
か
な
り
上
方
に
あ
っ
て

国
の
松
山
市
・
高
知
市
が
同
じ
く
直
線
C
の
や
や
下
方
に
あ
る

事
で
あ
る
。
常
識
的
に
は
山
口
県
の
二
都
市
と
の
交
流
の
方
が

四
国
の
二
都
市
と
の
交
流
よ
り
も
頻
繁
に
思
え
る
が
、
グ
ラ
フ

上
で
そ
れ
は
読
み
取
れ
な
い
。
特
に
下
関
市
と
高
知
市
と
が
あ

ま
り
そ
の
異
な
り
度
、
が
変
わ
ら
な
い
事
が
驚
か
れ
る
。

東
九
州
の
都
市
の
う
ち
、
北
九
州
市
・
大
分
市
は
直
線
C
よ

り
下
方
に
あ
り
、
宮
崎
市
は
直
線
C
よ
り
や
や
上
方
に
あ
る
。

西
九
州
の
都
市
の
う
ち
、
佐
賀
市
は
直
線
C
よ
り
や
や
下
、

熊
本
市
は
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
下
、
と
こ
ろ
が
同
じ
長
崎
市
は

直
線
よ
り
や
や
上
方
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
す
る
。
結
果
、
福
岡
市

が
似
た
よ
う
な
距
離
に
位
置
す
る
熊
本
市
と
は
交
流
が
深
い
の

に
長
崎
市
と
は
浅
い
と
い
う
興
味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
る
。

東
九
州
の
三
都
市
（
北
九
州
市
・
大
分
市
・
宮
崎
市
）
、
西

九
州
の
三
都
市
（
佐
賀
市
・
熊
本
市
・
長
崎
市
）
と
を
見
比
べ

る
と
、
福
岡
市
が
地
理
的
位
置
同
様
に
言
語
面
で
も
東
九
州
と

西
九
州
と
の
丁
度
中
聞
に
位
置
す
る
事
が
分
か
る
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
宮
崎
市
同
様
、
直
線
C
よ
り
少
し
上

四

方
に
位
置
し
、
交
流
の
あ
ま
り
無
い
事
が
う
か
が
え
る
。
鹿
児

島
市
・
宮
崎
市
共
に
南
九
州
と
考
え
る
と
、
南
と
の
交
流
の
薄

さ
と
い
う
も
の
が
見
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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北
九
州
市
か
ら
見
た
場
合

図
e 

400(km) 

図e

200 

（略）
50 

40 

直
線
C
に
対
し
て
上
方
・
下
方
に
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
く
ら
い
の

数
の
都
市
が
分
布
し
て
い
る
が
、
大
き
く
見
る
と
、
全
体
に
は

下
方
に
振
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
言
語
面
で
は
開
放
的
な
都
市

だ
と
言
え
よ
う
。

九
州
以
外
の
都
市
一
山
口
県
の
下
関
市
・
山
口
市
は
直
線
よ

り
や
や
上
に
位
置
す
る
。
そ
の
非
常
に
近
い
距
離
に
比
し
て
言

語
的
に
近
い
と
は
あ
ま
り
言
え
な
い
。

方

四
国
の
松
山
市

と
高
知
市
は
直
線
C
か
ら
か
な
り
下
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ

の
二
都
市
が
か
な
り
下
方
に
位
置
し
て
い
る
の
は
、
聞
に
海
が

あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
山
口
県
（
中
園
地
方
）
の
下
関

山
口
両
市
は
同
様
に
聞
に
海
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
距
離
が

近
い
た
め
に
そ
れ
が
言
語
交
流
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
た
め
と

思
わ
れ
る
。

東
九
州
の
都
市
、
大
分
市
・
宮
崎
市
共
に
直
線
C
よ
り
か
な

り
下
に
位
置
す
る
。

つ
ま
り
、
同
じ
東
九
州
の
北
九
州
市
と
言

語
の
交
流
が
盛
ん
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
特
に
大
分
市
は
か
な

り
言
語
的
に
近
し
い
と
言
え
よ
う
。

西
九
州
の
都
市
、
西
か
ら
長
崎
市
・
佐
賀
市
・
熊
本
市
は
順

に
直
線
C
に
近
い
と
こ
ろ
で
議
離
度
、
が
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
。
福
岡
市
も
そ
の
延
長
に
あ
る
と
言
え
る
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
直
線
C
の
少
し
上
に
位
置
す
る
。
西

九
州
と
南
九
州
は
こ
の
北
九
州
市
か
ら
見
て
概
ね
直
線
C
に
非

常
に
近
い
所
に
位
置
す
る
と
言
え
よ
う
。

全
体
と
し
て
、
北
九
州
市
は
東
九
州
と
そ
れ
以
東
を
向
い
て

い
る
と
一
宮
守
え
よ
う
。
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高
知
市
か
ら
見
た
場
合

図
d 

400(km) 

図d

200 
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（世）
50 

40 

全
体
と
し
て
ほ
と
ん
ど
の
都
市
が
直
線
C
よ
り
下
に
位
置
し

て
い
る
（
例
外
は
熊
本
市
と
長
崎
市
だ
け
）
。
よ
っ
て
、
本
稿

で
取
り
上
げ
る
都
市
に
対
し
て
高
知
市
は
閉
鎖
的
で
あ
る
と
は

言
え
な
い
事
が
分
か
る
。

西
九
州
の
都
市
は
長
崎
市
、
熊
本
市
が
直
線
よ
り
上
に
位
置

し
、
こ
れ
は
地
理
的
位
置
か
ら
も
う
な
ず
け
る
。
佐
賀
市
は
ほ

と
ん
ど
直
線
C
に
近
い
。
長
崎
市
の
上
方
へ
の
講
離
度
が
や
や

大
き
い
。
全
体
の
中
で
は
や
は
り
こ
の
三
都
市
は
相
違
度
が
大

き
い
。
福
岡
市
は
直
線
C
の
や
や
下
方
で
ほ
か
の
三
都
市
よ
り

は
近
し
い
と
言
え
る
こ
と
は
面
白
い
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
直
線
よ
り
や
や
下
に
位
置
。
言
語
的

に
疎
遠
と
は
言
え
な
い
。

東
九
州
の
北
九
州
市
、
大
分
市
、
宮
崎
市
は
そ
れ
ぞ
れ
直
線

C
よ
り
同
じ
く
ら
い
下
方
に
位
置
し
て
い
る
。
高
知
市
と
は
言

語
的
に
近
し
い
と
言
え
る
。

九
州
以
外
の
都
市
一
同
じ
四
国
の
松
山
市
は
直
線
C
の
す
ぐ

下
。
距
離
・
位
置
の
割
に
言
語
的
に
特
に
近
い
と
は
言
え
な
い
。

山
口
県
の
山
口
市
・
下
関
市
は
共
に
直
線
C
の
下
だ
が
、
下
関

市
の
方
が
倍
以
上
の
議
離
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
関
の
海
都
と

し
て
の
性
格
の
た
め
か
。

高
知
市
の
地
理
的
位
置
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
直
線
C

よ
り
下
方
に
位
置
し
て
い
る
都
市
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
や

は
り
、

か
な
り
の
驚
き
で
あ
る
。
こ
の
高
知
市
も
松
山
市
同
様

梅
都
と
し
て
の
性
格
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
陸
続
き
の

松
山
市
と
の
言
語
的
距
離
が
近
く
な
い
の
が
、
そ
の
事
を
一
層

裏
付
け
て
い
る
。
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か
交
流
が
持
て
な
い
事
を
考
え
る
と
、
海
が
言
語
の
交
流
に
及

図
c 

愛
媛
県
・
松
山
市
か
ら
見
た
場
合

第1巻

400(km) 
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図c

200 

（出）
50 

40 

図
を
見
た
ら
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
都
市
が
直
線

C
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
れ
は
松
山
市
が
こ
こ
で
問
題

に
し
て
い
る
す
べ
て
の
都
市
に
対
し
て
開
放
的
で
あ
る
、
も
し

く
は
閉
鎖
的
で
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
松
山
市
の
地
理

194 (57) 

的
位
置
か
ら
、
他
の
都
市
と
は
ほ
と
ん
ど
全
く
海
を
介
し
て
し

ぼ
す
影
響
力
と
い
う
も
の
が
よ
く
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

海
は
言
語
交
流
の
妨
げ
に
は
殆
ど
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
あ

る
西
九
州
の
長
崎
市
、
佐
賀
市
、
熊
本
市
は
さ
す
が
に
直
線
C

の
直
下
に
あ
る
。
福
岡
市
は
そ
の
や
や
下
方
。
こ
の
四
都
市
は

直
線
C
か
ら
の
訴
離
度
が
少
な
い
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
は
福
岡
市
と
同
じ
く
ら
い
の
訴
離
度
。

東
九
州
の
宮
崎
市
、
北
九
州
市
、
大
分
市
は
そ
れ
ぞ
れ
か
な

り
直
線
よ
り
下
に
位
置
し
て
い
て
、
交
流
の
深
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
。
特
に
宮
崎
市
の
下
方
へ
の
議
離
の
度
合
い
は
大
き
い
。

九
州
以
外
の
都
市
一
山
口
県
の
山
口
市
と
下
関
市
は
共
に
下

方
に
位
置
し
、
距
離
に
比
し
て
の
下
関
市
の
近
し
さ
が
分
か
る
。

高
知
市
は
直
線
C
に
か
な
り
近
く
、
同
じ
四
国
内
の
都
市
で
あ

る
の
に
、
さ
ほ
ど
言
語
的
に
近
い
と
は
言
え
な
い
。
高
知
市
は

こ
こ
で
は
唯
一
地
続
き
の
都
市
で
あ
る
の
を
考
え
る
と
面
白

し、。
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図
b 

下
関
市
か
ら
見
た
場
合

400(km) 
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図b

200 

（略）
50 

西
九
州
の
四
都
市
長
崎
市
、
熊
本
市
、
佐
賀
市
、
福
岡
市
は

相
当
直
線
C
よ
り
上
に
位
置
し
、
言
語
的
に
疎
遠
で
あ
る
と
言

え
る
。
中
で
も
佐
賀
市
が
特
に
直
線
か
ら
の
議
離
が
大
き
い
。

そ
れ
よ
り
遠
い
長
崎
市
が
言
語
的
距
離
が
近
い
の
は
面
白
い
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
も
同
様
に
言
語
的
に
疎
遠
で
あ
る
。

東
九
州
一
北
九
州
市
は
下
関
市
の
対
岸
で
距
離
も
9
キ
ロ
し

か
離
れ
て
い
な
い
と
い
う
地
理
的
位
置
を
考
え
れ
ば
、
少
な
く

と
も
直
線
の
下
に
位
置
し
て
い
て
も
い
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

に
し
て
も
同
じ
東
九
州
の
大
分
市
は
も
っ
と
距
離
は
遠
い
の

に
、
言
語
の
相
違
度
は
北
九
州
市
よ
り
も
小
さ
い
の
は
面
白
い
。

宮
崎
市
は
直
線
C
に
か
な
り
近
く
、
や
や
下
に
位
置
す
る
。

九
州
以
外
の
都
市
一
す
べ
て
直
線
C
よ
り
下
に
位
置
。
陸
続

き
の
同
じ
山
口
県
の
山
口
市
よ
り
も
、
海
を
隔
て
て
い
る
松
山

市
や
高
知
市
の
方
が
直
線
か
ら
の
栽
離
度
が
大
き
い
の
は
面
白

ぃ
。
こ
れ
は
大
分
市
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
海
が
か
え
っ
て
交
通

の
便
を
助
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
逆
に
、
例
え
ば
北
九
州
市

の
よ
う
に
距
離
が
近
い
場
合
は
こ
れ
は
交
流
の
妨
げ
に
な
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
距
離
が
近
い
場
合
は
海
は
交
流
の

妨
げ
に
な
る
が
、
あ
る
程
度
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
場
合
は

海
は
逆
に
陸
続
き
の
場
合
よ
り
交
流
は
盛
ん
で
あ
る
要
因
か
も

知
れ
な
い
と
い
う
仮
説
が
こ
こ
で
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
追
っ

て
検
証
さ
れ
よ
う
。
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上
方
に
位
置
す
る

西
九
州
の
長
崎
市
、
熊
本
市
、
佐
賀
市
は
直
線
か
ら
か
な
り

図
a 

山
口
市
か
ら
見
た
場
合

直
線
C
よ
り
上
方
に
位
置
す
る
都
市
が
ほ
と
ん
ど
で
、
本
稿

第1巻

グ
ラ
フ
に
お
け
る
囲
み
は
次

の
知
き
意
味
を
表
わ
す
。

熊本県立大学文学部紀要

ヨ
は
東
九
州
を
表
わ
す
。
酌

高
瞳
は
西
九
州
を
表
わ
す
。

鹿
店
圃
は
南
九
州
を
表
わ

す。

（協）
50 

40 

で
の
十
一
一
都
市
の
中
で
孤
立
の
傾
向
が
強
い
。

つ
ま
り
言
語
的
に
疎
遠
で
あ
る
。
福
岡
市

196 (55) 

は
そ
の
三
都
市
の
少
し
下
に
位
置
す
る
が
、
や
は
り
交
流
は
薄

く
他
都
市
に
比
べ
る
と
大
き
く
上
方
に
位
置
す
る
。
西
九
州
全

体
と
の
交
流
、
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
際
立
つ
。

南
九
州
の
鹿
児
島
市
も
西
九
州
同
様
に
言
語
的
に
疎
遠
。

400(km) 

東
九
州
の
宮
崎
市
、
大
分
市
、
北
九
州
市
は
西
九
州
に
比
す

れ
ば
さ
ほ
ど
疎
遠
と
は
言
え
な
い
。

東
九
州
と
の
言
語
的
距
離
感
が
そ
れ
ほ
ど
無
い
と
い
う
事

は
、
間
に
あ
る
海
が
交
通
の
妨
げ
に
は
余
り
な
っ
て
い
な
い
と

200 

い
う
事
を
示
し
て
い
る
。
西
九
州
と
の
言
語
的
隔
た
り
を
見
る

と
、
梅
よ
り
も
山
脈
の
方
が
交
通
の
妨
げ
に
な
る
場
合
も
あ
る

と
言
え
よ
う
。

九
州
以
外
の
都
市
一
直
線
よ
り
下
に
あ
る
の
は
四
国
の
高
知

市
と
松
山
市
、
同
じ
山
口
県
の
下
関
市
。
山
口
市
が
言
語
的
に

九
州
よ
り
東
の
方
角
を
向
い
て
い
る
と
い
う
事
が
分
か
る
。

直
線
C
の
下
方
に
位
置
す
る
の
は
右
の
中
国
・
四
国
地
方
の

都
市
だ
け
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
さ
ら

に
東
九
州
の
コ
一
都
市
が
直
線
C
か
ら
上
方
へ
の
議
離
度
が
極
め

て
小
さ
い
点
、
西
九
州
・
南
九
州
の
上
方
へ
の
議
離
度
が
極
め

て
大
き
い
点
も
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。
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の
理
由
を
述
ベ
て
い
る
。

こ
の
表
ー
か
ら
得
ら
れ
る
デ
l
タ
で
、
平
均
と
し
て
何
キ
ロ

離
れ
れ
ば
何
%
言
葉
が
異
な
る
か
の
平
均
を
出
し
た
い
。
そ
こ

で
こ
の
統
計
を
処
理
す
る
の
に
単
回
帰
分
析
を
利
用
し
て
み
る

と
、
次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

d

－HωN・∞。品
H
O
＋。・
0
A
O
K
栄町凶

（
相
関
計
数
。
・
告
白
）

順一：九州方言の統計的研究

Y
は
予
測
値
（
基
準
地
点
と
何
%
言
葉
が
違
う
か
、

そ
の
値
）

X
は
距
離
（
基
準
地
点
と
あ
る
地
点
と
の
直
線
距
離
）

相
関
計
数
を
八
O
%
以
上
に
引
き
上
げ
た
い
の
で
、
誤
差
が

＋
一
五
%
を
越
え
る
も
の
を
カ
ッ
ト
し
て
再
び
計
算
し
直
す
と
、

次
の
式
が
得
ら
れ
る
。

稲川！

ペ
H
臼・

8
N∞。＋。・
0hHωω
。
凶
：
：
：
式
C
（
相
関
計
数
。
・
∞
ω目印）

相
関
計
数
が
八
O
%
を
越
え
る
の
で
、
こ
の
式
C
を
採
用
す
る

事
に
す
る
。

次
に
表
ー
か
ら
得
ら
れ
る
デ
l
タ
と
式
C
を
次
節
に
あ
げ
る

図

a
1図
l
に
書
き
込
ん
で
、
考
察
に
移
り
た
い
。

園
、
考
察

図

a
i図
l
を
見
る
と
、
式
C
で
表
さ
れ
る
直
線
よ
り
あ
る

都
市
は
上
に
あ
り
、
あ
る
都
市
は
下
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の

直
線
C
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
都
市
聞
で
直
線
距
離
に
対
応
し

て
言
葉
が
ど
の
程
度
異
な
る
か
と
い
う
事
の
標
準
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
都
市
を
示
す
点
が
直
線
よ
り
上
に
位

置
す
れ
ば
す
る
程
標
準
よ
り
は
言
葉
の
相
違
が
大
き
い
事
を
表

し
、
直
線
よ
り
下
に
位
置
す
れ
ば
す
る
程
逆
に
言
葉
の
相
違
度

が
標
準
よ
り
小
さ
い
事
を
示
し
て
い
る
。

又
、
上
に
位
置
す
る

都
市
の
数
が
下
に
位
置
す
る
都
市
の
数
よ
り
多
け
れ
ば
、
そ
の

図
の
都
市
は
言
語
の
上
で
閉
鎖
的
で
あ
る
事
を
表
す
。
逆
に

下
に
位
置
す
る
都
市
の
方
が
多
い
場
合
は
、
言
語
的
に
開
放
的

で
あ
る
事
を
示
す
。

以
下
、
各
図
を
検
討
し
て
行
く
事
に
し
よ
う
。
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表 l 二地点聞の相違度の点数化及びその百分率／ニ地点聞の距離（陥）

山口 下関 松山 高知 北九州 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島

山口
32.7 35.3 39.5 35.1 43.8 48.0 49. 7 48.2 36. 7 43.1 48.4 
799 860 963 860 1,069 1,172 1,212 1,175 895 1,053 1,182 

下関
35.4 39.2 33.9 41.3 44.9 42.2 42.2 33.4 41.3 47.6 

51 864 956 828 1,007 1,095 1,031 1,029 816 1,008 1,162 

松山
35.0 35.6 39.5 41. 7 44.2 40.8 34.3 36.7 44.1 

131 173 854 869 964 1,018 1,078 995 837 896 1,075 

高知
39. 7 42.3 44.9 49.5 44.6 36.9 40.0 45.9 

209 248 78 968 1,032 1,096 1,208 1,088 900 975 1,121 

北九州
33.5 36.0 39.8 36.1 30.4 39.4 44.1 

62 9 180 255 817 878 971 881 741 962 1,075 

福岡
32.4 38.9 32.5 35.6 44.7 45.2 

111 60 219 291 51 791 949 792 869 1,090 1,103 

佐賀
30.4 31.9 41.5 42.5 44.1 

144 96 239 305 87 41 741 779 1,013 1,037 1,075 

長崎
34.3 42.0 41.6 41. 7 

210 164 294 353 155 107 68 837 1,025 1,015 1,018 

熊本
36.0 37.5 40.2 

162 129 222 279 122 93 63 77 878 915 980 

大分
31.9 40.2 

105 102 128 185 104 117 122 168 96 779 980 

宮崎
36.5 

249 231 248 272 228 210 183 171 119 149 890 

鹿児島
296 264 324 356 257 224 186 143 135 207 89 
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か
ら
地
方
都
市
へ
、
さ
ら
に
地
方
都
市
か
ら
近
傍
の
町
村
へ
と

う
点
に
疑
問
を
抱
き
、
都
市
の
み
を
扱
う
事
に
否
定
的
な
見
解

を
抱
く
向
き
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
自
明
の
理
と
も
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
事
に
つ
い
て
二
世
一
目
す
る
必
要
が
有
ろ
う
。

言
葉
は
文
化
の
中
心
地
か
ら
そ
の
文
化
と
共
に
地
方
に
広
が

っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
受
け
入
れ
る
側
と
し
て

の
地
方
も

そ
の
各
々
の
地
方
の
中
で
よ
り
大
き
な
求
心
力

稲川順一：九州方言の統計的研究

発
信
力
の
あ
る
都
市
に
そ
の
言
語
情
報
が
集
中
し
て
伝
わ
っ
て

ゆ
く
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
そ
の
ま
わ
り
の
よ
り
小
さ

な
町
や
さ
ら
に
は
村
に
言
葉
が
伝
わ
っ
て
ゆ
く
。
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
論
文
で
取
り
上
げ
る
よ
う
な
広
い
範
囲
で
の
言
葉
の
伝
播

と
い
う
点
か
ら
お
互
い
の
言
葉
の
比
較
を
す
る
と
き
は
、
ま
ず

大
き
な
都
市
相
互
間
の
比
較
を
し
な
い
と
、
広
域
で
の
言
葉
の

大
き
な
流
れ
が
つ
か
め
な
い
。
小
さ
な
町
・
村
を
取
り
上
げ
て
、

そ
れ
を
相
互
に
比
較
す
る
事
も
当
然
そ
れ
独
自
の
意
味
が
あ
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
旦
、
大
都
市
聞
の
比
較
を
し
た
あ
と

か
ら
で
な
い
と
い
け
な
い
。
何
故
な
ら
、
小
さ
な
町
・
村
に
言

語
が
伝
わ
っ
て
来
る
の
は
、
右
に
述
ベ
た
よ
う
に
、
中
心
都
市

い
う
こ
つ
の
段
階
を
経
て
伝
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
。

ず〉

ま
り
、
伝
播
速
度
の
違
う
二
つ
の
区
聞
が
あ
る
の
で
、
町
・
村

と
い
う
小
さ
な
単
位
の
広
域
に
お
け
る
直
接
比
較
は
そ
こ
ま
で

の
二
つ
の
伝
播
速
度
の
異
な
り
を
考
慮
す
る
事
が
要
求
さ
れ
そ

の
分
ま
た
複
雑
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
九
州
地
方
八
地
点
の
点
数
化
に
よ
る
結
果
及
び
分
析

こ
の
第
三
節
で
は
、
九
州
地
方
八
地
点
と
中
・
四
国
の
四
地

点
と
を
合
わ
せ
て
の
分
析
を
行
う
。

表
I
右
上
の
半
分
は
前
節
に
あ
げ
た
方
法
で
各
地
点
間
相
互

の
言
葉
の
相
違
度
を
点
数
化
し
合
計
し
た
点
数
、
及
び
そ
れ
を

二
四
六

O
点
（
二
四
六
項
目
×
十
点
）
で
割
り
パ
ー
セ
ン
ト
で

表
し
た
相
違
度
で
あ
る
。

表
I
左
下
の
半
分
は
各
地
点
聞
の
直
線
距
離
（
回
）
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
二
地
点
聞
の
距
離
に
道
路
距
離
な
ど
で
は
な

く
直
線
距
離
を
採
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
拙
稿
B
の
注
に
そ
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同
系
統
に
は
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
の
最
低
点

は
最
も
近
い
地
点
で
の
報
告
を
利
用
す
る
と
い
う
解
決
方
法
を

と
る
事
に
し
た
。

第1巻

右
の
各
地
点
で
、

日
本
言
語
地
図
の
あ
る
項
目
の
共
通
語
に

対
し
て
そ
れ
を
何
と
言
っ
て
い
る
か
を
抜
き
出
し
、
各
地
点
相

互
の
言
い
方
を
比
較

そ
の
相
対
的
違
い
を
十
点
満
点
で
点
数

熊本県立大学文学部紀要

化
し

そ
の
点
数
を
総
計
し
た
も
の
を
「
十
点
×
項
目
数
」

割
る
と
、
あ
る
地
点
か
ら
見
た
と
き
の
ほ
か
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地

点
と
の
言
葉
の
違
い
が
点
数
化
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
比
較

検
討
す
る
地
点
閣
の
相
対
的
な
関
係
が
客
観
的
な
パ
ー
セ
ン
ト

と
い
う
数
値
に
な
っ
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
事
を
具
体
的
に
は
次
の
如
き
方
法
で
進
め
て
ゆ
く
。

ま
ず
、
語
葉
な
り
音
韻
な
り
の
相
対
的
違
い
の
点
数
化
で
あ

る
が
こ
の
作
業
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
に
行
う
た
め
に
次
の

基
準
を
設
け
る
。

語
象。
点

同
じ
語
形
の
場
合

200(51) 

二
点

語
尾
の
み
異
な
る
も
の

四
良

で

音
韻

同
系
統
の
語
が
複
数
有
る
場
合
の
最
低
点

ノ、

点

同
系
統
と
異
系
統
の
語
が
同
時
に
あ
る
場
合
の
最

低
点

/¥ 
,8 

異
系
統
の
語
が
複
数
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
の

語
尾
の
み
共
通
の
場
合

十
点

全
く
異
な
る
語
形
の
場
合

0 
.8 

発
音
が
同
じ
場
合

五
点

似
た
よ
う
な
発
音
で
あ
る
が
、
音
価
が
少
し
異
な

る
場
合

十
点

音
価
が
全
く
異
な
る
場
合

以
上
、
こ
れ
ら
を
基
本
に
し
て
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
相
違
の

程
度
に
応
じ
て
点
数
化
す
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
比
較
す
る
地
点
が
県
庁
所
在
地

の
よ
う
な
大
き
な
都
市
の
み
で
あ
り
、
言
葉
の
変
化
が
よ
り
緩

や
か
で
そ
れ
だ
け
そ
の
地
方
の
方
言
と
し
て
の
姿
を
保
っ
て
い

る
例
え
ば
郡
部
の
地
点
な
ど
を
ま
っ
た
く
取
り
上
げ
な
い
と
い
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崎
市
・
熊
本
，
市
・
鹿
児
島
市
・
宮
崎
市
・
大
分
市
）
に
県
庁
所

在
地
で
は
な
い
が
大
都
市
で
あ
る
北
九
州
市
（
調
査
当
時
小
倉

市
）
を
加
え
た
都
合
八
地
点
を
取
り
上
げ
る
。

北
九
州
市

日
本
言
語
地
図
に
お
け
る
地
点
番
号
は

U1ω
。

ω．
吋
印

福

岡

市

稲川順一：九州方言の統計的研究

佐

賀

市

長

崎

市

熊

本

市

鹿
児
島
市

宮

崎

市

大

分

市

そ
れ
以
外
で
は
海
を
隔
て
た
九
州
に
近
い
地
点

つ
ま
り

吋

ωNH．
点
。

吋

ω品
］
戸
・
品
N

吋
N
吋
∞
－
m
v
ω

叶

ω吋
N
－
N
吋

∞ω品
N
－
U
H

∞

ωNω
・
印
。

吋

ω九
件
。
・
印
品

所
在
地
山
口
市

中
園
地
方
か
ら
は
北
九
州
市
の
対
岸
に
な
る
下
関
市
と
県
庁

下

関

市

山

口

市

四
園
地
方
か
ら
は
愛
媛
県
松
山
市
と
高
知
県
高
知
市

。

ω∞
∞
．
。
∞

吋

ω。
ω．］戸吋

松

山

市

吋
品
。
］
「
。
。

高

知

市

吋
品
N
品
．
A
山］｛

の
四
地
点
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
九
州
・
中
国
・
四
国
を
合

わ
せ
た
合
計
十
二
地
点
が
対
象
と
な
る
。

中
園
地
方
と
四
園
地
方
を
加
え
る
事
に
よ
り
、
九
州
地
方
だ

け
の
相
対
的
な
関
係
だ
け
で
な
く
そ
れ
以
外
の
地
域
と
の
相
関

関
係
が
わ
か
り
、
九
州
地
方
を
よ
り
客
観
的
に
見
る
事
が
出
来

る
。
下
関
市
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
北
九
州
市
と
海
を
隔
て
た

位
置
に
あ
っ
て
、

し
か
も
そ
の
海
上
聞
の
距
離
が
非
常
に
小
さ

く
、
そ
の
わ
ず
か
な
海
上
の
距
離
と
い
う
も
の
が
言
葉
の
伝
播

に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
る
か
を
見
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

海
を
隔
て
た
距
離
が
大
き
い
も
の
は
そ
れ
以
外
の
例
え
ば
大
分

市
と
松
山
市
、
鹿
児
島
市
と
高
知
市
、
北
九
州
市
と
松
山
市
な

ど
多
く
の
場
合
が
あ
る
。

各
地
点
の
地
点
番
号
を
右
に
あ
げ
た
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て

の
項
目
に
わ
た
り
、
そ
の
地
点
で
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く

そ
の
場
合
、
次
善
の
策
と
し
て
同
じ
市
内
の
別

地
点
で
の
報
告
が
あ
る
時
は
そ
れ
を
利
用
、
そ
れ
も
無
い
と
き
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九
州
方
言
の
統
計
的
研
究

第1巻

！
日
本
言
語
地
図
を
利
用
し
て
｜

熊本県立大学文学部紀要

稲
Jll 

JI恒

一
、
は
じ
め
に

拙
稿
「
九
州
方
言
の
分
類
と
位
置
」
（
以
下
拙
稿
A
・

語

文
研
究
」

H
四
第
七
十
三
号
・
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
）
は
「
日

本
言
語
地
図
」
に
出
て
い
る
一
言
語
資
料
を
も
と
に
書
い
た
も
の

Z

－rA
、

ナ
J
，刀

そ
こ
で
は
デ
ー
タ
の
分
析
に
統
計
的
手
法
を
使
わ
な
か

っ
た
の
で
、
今
一
つ
踏
み
込
ん
だ
解
析
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ

の
次
の
拙
稿
「
四
国
方
言
の
分
類
と
位
置
」
（
以
下
拙
稿
B
・

「
国
文
研
究
」

H
五
第
三
十
八
号
・
熊
本
女
子
大
学
園
文
談
話
会
）
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に
お
い
て
は
回
帰
分
析
を
取
入
れ
、
面
白
い
結
果
を
得
る
事
が

出
来
た
。

今
回
拙
稿
B
で
用
い
た
回
帰
分
析
の
手
法
を
用
い
拙
稿
A
の

デ
ー
タ
内
容
を
新
た
に
分
析
し
直
す
事
に
し
、
合
わ
せ
て
、
別

の
視
点
か
ら
の
見
直
し
を
加
筆
し
て
こ
こ
に
示
す
事
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
あ
る
二
地
点
の
同
じ
時
点
で
の
言
語
面
に
お
け

る
統
計
上
の
親
疎
開
係
は
一
定
・
静
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、
比
較
の
た
め
に
視
野
に
入
れ
る
地
点
の
数
や
そ
の
地
理
的

広
が
り
に
伴
っ
て
変
化
し
そ
の
関
係
が
動
的
で
あ
る
事
が
わ
か

った。
二
、
方
法

以
下
、
方
法
に
つ
い
て
は
最
初
に
あ
げ
た
拙
稿
A
－

B
な
ど

と
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は

再
述
し
、
ま
た
新
た
に
つ
け
加
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

＠
対
象
と
す
る
地
点

九
州
か
ら
は
各
県
の
県
庁
所
在
地
（
福
岡
市
・
佐
賀
市
・
長


